
　

近
未
来
技
術
研
究
会
は
11

月
２
〜
５
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
の
海
外
視
察
例
会
を
実

施
し
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
職
員

も
同
行
。
現
地
の
学
術
機
関

が
行
っ
て
い
る
最
先
端
技
術

や
現
地
進
出
企
業
な
ど
を
視

察
し
た
。

　

一
行
は
、
ま
ず
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

お
け
る
科
学
技
術
研
究
の
監

督
・
支
援
を
行
う
法
定
機
関
）

を
訪
問
。
同
機
関
で
手
掛
け

て
い
る
成
形
・
加
工
・
接
合

と
い
っ
た
製
造
技
術
の
最
先

端
研
究
を
見
学
し
た
＝

写

真
。
ま
た
、
南
洋
理
工
大
学

に
出
向
き
、
同
大
学
の
機
械

航
空
宇
宙
工
学
科
・
佐
藤
裕

崇
教
授
か
ら
、
研
究
内
容
も

聞
い
た
。

　

佐
藤
教
授
は
、
昆
虫
に
チ

ッ
プ
を
取
り
付
け
、
無
線
で

意
の
ま
ま
に
昆
虫
を
操

る

「
昆
虫
サ
イ
ボ
ー
グ
」
の
研

究
を
行
っ
て
い
る
第
一

人

者
。
「
近
未
来
に
は
、
こ
の

昆
虫
サ
イ
ボ
ー
グ
が
、
災
害

地
調
査
や
テ
ロ
対
策
で
飛
び

回
る
」
な
ど
の
説
明
に
、
参

加
者
全
員
が
興
味
を
示
し
て

い
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
湘
南
デ
ザ
イ

ン
（
緑
区
橋
本
台
）
の
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
支
社
も
訪
れ
た
。

３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
ー
に
よ
る
デ

ー
タ
の
作
成
、
Ｎ
Ｃ
機
に
よ

る
形
状
の
削
り
出
し
、
塗
装

に
よ
る
飾
色
な
ど
、
同
支
社

の
生
産
体
制
な
ど
を
見
学
し

た
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
「
司
令
塔
」
と
さ
れ
、

１
７
％
と
日
本
よ
り
大
幅
に

低
い
法
人
税
率
、
整
備
さ
れ

た
交
通
イ
ン
フ
ラ
、
金
融
市

場
等
の
好
条
件
を
理
由
に
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
グ
ル
ー

プ
会
社
を
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に

て
統
括
し
よ
う

と
す
る
日
系
企

業
が
増
え
つ
つ

あ
る
。

　

視
察
し
た
メ

ン
バ
ー
か
ら
も

「
現
地
進
出
し

た
い
」
な
ど
の

声
も
挙
が
り
、

充
実
し
た
視
察

に
な
っ
た
と
い

う
。

　

な
お
、
今
回

の
視
察
の
詳
細
は
、
相
模
経

済
新
聞
の
12
月
１
日
、
20
日

号
の
４
面
連
載
「
新
成
長
ビ

ジ
ネ
ス
・
Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
追
う
」
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

　

同
部
会
に
在
籍
す
る
商
議

所
の
議
員
全
員
が
、
い
ず
れ

か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

所

属
。
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
部
会
活

動
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

　

新
設
す
る
の
は
、
部
会
で

実
施
す
る
視
察
事
業
を
担
当

す
る
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
、
広
報
・
社
会
奉
仕
活

動
を
担
う
「
Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ

（
絆
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
。
　

講
師
を
招
い
て
最
先
端
の

技
術
や
動
向
な
ど
の
勉
強
会

を
企
画
す
る
「
Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
従
来
と
同
じ

よ
う
に
活
動
す
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
は
、
担
当
す
る
工
業
部

会
の
副
部
会
長
を
２
〜
３
人

置
く
。
各
議
員
は
、
い
ず
れ

か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
所
属

す
る
。

　
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
具
体

的
に
何
を
し
て
い
く
か
の
詳

細
は
、
今
後
詰
め
て
い
く
。

Ｋ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
商
議
所
の
会
員
向

け
に
、
活
動
内
容
を
広
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
、
会
報
の

発
行
な
ど
も
企
画
し
て

い

る
。

　

相
模
原
商
工
会
議
所
・
工

業
部
会
所
属
の
経
営
者
ら
が

講
師
を
務
め
る
「
モ
ノ
づ
く

り
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
が

11
月
３
日
、
市
立
産
業
会
館

で
開
か
れ
た
。
全
５
回
。

　

同
ス
ク
ー
ル
は
市
内
の
若

手
経
営
者
や
そ
の
予
備
軍
を

対
象
と
し
て
い
る
。

　

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、

湘
南
デ
ザ
イ
ン
・
松
岡
康
彦

Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
山
﨑
利
宏
・
城
山

工
業
社
長
、
西
澤
勇
司
・
キ

ャ
ロ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
ズ

社

長
、
吉
田
英
訓
・
ミ
ヨ
シ
・

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
社
長
、

小
林
昌
純
・
コ
バ
ヤ
シ
精
密

工
業
社
長
の
計
５
人
が
講
師

を
務
め
た
。

　

５
人
は
、
経
営
を
進
め
て

い
く
上
で
の
「
経
営
判
断
」

に
つ
い
て
、
自
身
の
経
験
談

を
交
え
な
が
ら
話
し
て

い

た
。
な
か
で
も
人
材
採
用
の

話
題
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経

営
者
が
持
論
を
展
開
し
た
。

　

人
材
や
土
地
や
設
備
、
情

報
と
い
っ
た
な
か
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
経
験
談
を
交
え
な
が

ら
話
し
て
い
た
。

　

な
か
で
も
企
業
に
と
っ
て

重
要
に
な
る
人
材
採
用
で
は

白
熱
し
た
内
容
と
な
っ
た
。

「
新
卒
と
中
途
採
用
の
ミ
ッ

ク
ス
が
よ
い
」（
吉
田
社
長
）、

「
新
卒
を
育
て
会
社
に
貢
献

す
る
ま
で
に
な
る
に
は
10
年

以
上
か
か
る
。
専
門
性
を
持

っ
た
中
途
採
用
が
重
要
」（
山

﨑
社
長
）
な
ど
の
意
見
が
あ

っ
た
。

　

さ
ら
に
、
「
中
途
採
用
を

７
、
新
卒
採
用
を
３
の
割
合

に
す
る
の
が
よ
い
」
（
松
岡

社
長
）
、
「
新
卒
を
育
て
る

に
は
教
え
る
側
の
人
材
不
足

も
あ
る
」
（
西
澤
社
長
）
、

「
会
社
に
新
し
い
風
を
入
れ

る
意
味
で
も
新
卒
は
採
用
す

べ
き
」
（
小
林
社
長
）
と
い

っ
た
考
え
方
も
あ
っ
た
。
参

加
者
は
自
社
の
経
営
に
直
結

す
る
こ
と
も
あ
り
、
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
た
。

　

相
模
原
の
工
業
系
企
業
の

若
手
経
営
者
ら
で
構
成
さ
れ

る
「
相
模
原
市
青
年
工
業
経

営
研
究
会
」
（
青
工
研
）
は

11
月
13
日
、
関
東
経
済
産
業

局
（
さ
い
た
ま
市
中
央
区
）

を
訪
問
し
た
。
市
内
産
業
の

活
性
化
に
向
け
、
担
当
部
署

の
職
員
ら
と
、
活
発
な
意
見

交
換
を
行
っ
た
＝
写
真
。

　

中
小
企
業
を
支
援
す
る
側

と
な
る
関
東
経
産
局
と
、
青

工
研
が
交
流
し
、
同
じ
目
線

で
議
論
す
る
こ
と
で
、
相
互

理
解
を
深
め
、
友
好
な
関
係

を
築
い
て
い
く
こ
と
な
ど
が

狙
い
。
12
月
に
は
、
地
元
産

業
が
発
展
す
る
た
め
の
支
援

策
の
独
自
案
を
ま
と
め
発
表

す
る
。

　

新
成
長
ビ
ジ
ネ
ス
Ｇ
Ｅ
Ｔ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
の

ほ

ど
、
市
立
産
業
会
館
（
中
央

区
中
央
）
で
、
経
営
講
演
会

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
シ
ェ
ア

№
１
！
市
場
を
制
す
る
経
営

戦
略
」
を
開
催
し
た
。

　

同
社
の
担
当
者
が
、
ト
ッ

プ
シ
ェ
ア
に
至
る
ま
で
の
経

緯
と
今
後
の
展
望
を
語
っ
て

い
た
。

　

経
済
産
業
省
・
関
東
経
済

産
業
局
は
こ
の
ほ
ど
、
入
局

１
〜
２
年
以
内
の
若
手
職
員

を
対
象
と
し
た
研
修
と
し

て
、
工
業
部
会
所
属
の
企
業

２
社
を
視
察
し
た
。
若
い
職

員
が
中
小
企
業
の

現
場
を
知
る
こ
と

で
、
将
来
の
政
策

立
案
に
向
け
た
感

性
を
養
っ
て
も
ら

う
の
が
狙
い
。

　

訪
問
先
で
は
、

工
場
見
学
の
後
、

経
営
者
と
意
見
交

換
し
た
。
経
営
者

も
国
の
産
業
政
策

に
対
す
る
意
見
や

要
望
も
述
べ
て
い

た
。

　

訪
問
先
と
な
っ

た
市
内
企
業
は
、
リ
ガ
ル
ジ

ョ
イ
ン
ト
（
南
区
大
野
台
）、

コ
バ
ヤ
シ
精
密
工
業
（
同
）。

今
後
は
永
進
テ
ク
ノ
（
緑
区

下
九
沢
）
、
イ
ノ
ウ
エ
（
同

区
鳥
屋
）
も
視
察
す
る
予
定
。

　

参
加
し
た
経
産
局
の
若
手

局
員
は
６
人
。
最
初
に
訪
問

し
た
リ
ガ
ル
ジ
ョ
イ
ン
ト
で

は
、
主
力
製
品
と
な
る
流
量

セ
ン
サ
ー
の
組
み
立
て
ラ
イ

ン
や
、
全
製
品
の
購
買
、
品

質
管
理
な
ど
を
一
通
り
見
学

し
た
。

　

後
半
は
、
同
社
の
稲
場
純

社
長
と
若
手
職
員
に
よ
る
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

若
手
職
員
か
ら
は
「
海
外

展
開
に
あ
た
り
課
題
は

何

か
」
「
国
の
産
業
支
援
策
で

使
い
に
く
い
点
は
」
「
製
品

の
シ
ェ
ア
は
ど
の
程
度
あ
っ

て
、
そ
れ
を
い
か
に
拡
大
す

る
の
か
」
と
い
っ
た
質
問
が

飛
ん
で
い
た
。
稲
場
社
長
は

そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
答
え
て

い
た
。

　

Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

は
、
11
月
28
日
、
商
工
会
議

所
の
第
１
会
議
室
で
「
第
１

回
推
進
会
議
」を
開
催
し
た
。

早
川
正
彦
氏
（
早
川
銘
板
社

長
）
、
副
委
員
長
に
は
豊
岡

淳
氏
（
ユ
タ
カ
精
工
社
長
）

と
す
る
事
務
局
案
を
全
会
一

致
で
承
認
し
た
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
会

員
な
ど
を
対
象
に
、
セ
ミ
ナ

ー
や
勉
強
会
を
定
期
開
催
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
「
新
成
長
ビ
ジ
ネ
ス
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
で
企
画
す

る
。

　

今
回
の
推
進
会
議
で
は
、

今
後
の
新
規
事
業
と
し
て
、

工
業
部
会
の
会
員
約
８
０
０

社
す
べ
て
が
対
象
と
な
る
、

何
ら
か
の
事
業
を
行
う
こ
と

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
一

致
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
性
を
生
か

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
、
会

員
の
販
路
開
拓
に
つ
な
げ
る

た
め
の
情
報
発
信
な
ど
も
検

討
す
る
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案

さ
れ
た
意
見
を
、
市
へ
の
要

望
に
盛
り
込
む
こ
と
も
視
野

に
入
れ
る
。

　

相
模
原
商
工
会
議
所
は
１

月
17
日
、
市
立
産
業
会
館
で

新
春
経
済
講
演
会
「
日
本
経

済
の
展
望
と
こ
れ
か
ら
の
企

業
戦
略
に
つ
い
て
」
を
開
く
。

時
間
は
午
後
３
〜
同
４
時
30

分
ま
で
。
講
師
は
、
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
五
十
嵐
敬
喜
執

行
役
員
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
経
営
支

援
課
０
４
２
（
７
５
３
）
８

１
３
５
ま
で
。
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プロジェクト発足に向け議論が交わされた部会

視
察
や
広
報
、
社
会
奉
仕
な
ど

３
体
制
で
活
動
充
実
へ

Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
も
継
続
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近未来研

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
視
察

「
昆
虫
サ
イ
ボ
ー
グ
」
な
ど
見
学
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若手
対象

青
工
研

関
東
経
産
局
と

意
見
交
換
行
う

Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
講
演
会

シ
ェ
ア
拡
大
の

軌
跡
な
ど
語
る

関
東
経
産
局
が
視
察

若
手
職
員
の
研
修
で

リガルジョイントの製品の説明を受ける若手職員

Ｇ
Ｅ
Ｔ
推
進
会
議

新
委
員
長
に

早
川
氏
選
出

１
月
17
日
に

新
春
講
演
会

　

相
模
原
商
工
会
議
所
・
工
業
部
会
（
甲
斐
美
利
部
会
長

＝
向
洋
技
研
社
長
）
は
、
２
つ
の
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発

足
し
た
。
既
存
の
「
Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
新
成
長

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業
）
に
加
え
、
視
察
や
広
報
・
奉
仕
な

ど
を
担
当
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。　


